
「研修員制度」を考案し、
意欲的な教員から全校へと広げる

　兵庫県淡路市では過疎化や少子高
齢化が急速に進行しており、２００５
年の市の発足時に２４校あった小学校
は、現在１２校に再編された。そうし
た中、地域活性化を目指して「教育・
観光・企業誘致」を３本柱とする施
策を打ち出している。山田一夫教育
長は次のように話す。
　「教育は社会の基本であり、子ども
がしっかり学べる環境が整わない地
域には、人が集まりません。時代の
変化を捉え、他地域に先がけて教育
環境を整備して、教育の質の向上に
取り組んできました」
　その一環として注力するのがＩＣＴ
教育だ。２０１２年度に「淡路市フロ

ンティアプロジェクト」を立ち上げ、
４校の小・中学校を中心に、ＩＣＴを
効果的に用いた授業研究に取り組ん
だ。さらに、２０１４年度には、５か
年計画の「タブレット活用教育推進
事業」を開始。小学４年生～中学校
３年生と教員を対象に１人１台のタ
ブレット端末の配備を進めた。
　「タブレット端末は、使いたい時に
すぐ活用できることが大切だと考え
ました。先生方は忙しく、保管庫まで
移動する時間も惜しいものです。ま
た、常に手元にあるからこそタブレッ
ト端末がなじみ、次はどう使おうか
と自然に考えるようになります。そ
の点は、先生方も子どもも同様です。
ＩＣＴが身近な存在だからこそ、新し
い発想や工夫が生まれたり、習熟度
が高まったりすると考え、最終的に
教員・子どもともに１人１台を配備

することに決めました」（山田教育長）

　同事業の特徴は、ＩＣＴを「学校」
に配備するのではなく、「教員」に貸与
する「研修員制度」にある。積極的に
活用したいという教員を募集し、①
児童・生徒用タブレット端末、②プ
ロジェクター、③無線LANルーター、
④大型提示装置、⑤タブレット端末
保管庫の機器一式を、教員個人が自
由に使えるようにした。同事業の推
進を担当した教育部の西岡正雄部長
は、そのねらいを次のように話す。
　「研究指定校に機器を一斉に配備し
ても、多くは活用されずに終わって
しまう可能性があります。そうでは
なく、ＩＣＴの活用意向が強い先生に
使ってもらい、そのよさを徐々に広
めていく方法としました」
　研究指定校方式の場合、中心とな
る教員の異動によって研究が進まな
くなる可能性もある。そこで、同制

◎淡路島の北部から中部を占め、本州と四国を結ぶ神
戸淡路鳴門自動車道が市の南北を貫通する。農業や畜
産業、漁業のほか、伝統的な地場産業として線香や瓦
の製造が盛ん。淡路島は『古事記』『日本書紀』の「国
生み神話」の舞台であり、市内には日本最古の神社と
も言われる伊

い ざ な ぎ

弉諾神宮などがある。

兵庫県淡路市
プロフィール

人口　約 4万4200人　面積　184.32㎢
市立学校数　小学校12 校、中学校５校
児童生徒数　約 3,039人　
電話　0799-64-2519（教育委員会学校教育課）
URL https://www.city.awaji.lg.jp/soshiki/gakkou
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「主体的で自由な学び」の実現を目指し、
教員同士でのＩＣＴ活用力向上を支援

兵庫県淡路市
兵庫県淡路市では、地域活性化に向けた重要施策の１つに教育を掲げ、ICT教育の充実に力を入れている。

小学 4年生～中学 3年生において１人１台分のタブレット端末を配備。
ICTを活用したい教員を募集し、優先的に貸与する「研修員制度」を考案し、浸透を図ってきた。
その結果、各教科で授業改善が進み、子どもたちの ICTを活用した学習への意欲も高まっている。

事例 2

淡路市教育委員会の施策

ICTを積極活用した教育を
地域活性化の特色の１つに

改革の背景

ＩＣＴの配備先は
「学校」ではなく「教員個人」

取り組みの特色
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度では、教員が機器を持って異動し、
実践を続けられるようにした。また、
財政的な事情で外部の支援員を十分
に配置することが難しかったため、
自ら学んで指導力を高める意欲のあ
る教員を中心に実践を進めたいとい
う意図もあった。
　「研修員自身が、指導の中で生じた
課題や要望を基にテーマを設定しま
した。教育委員会には実施日時や企
画内容などを報告してもらい、必要
に応じて講師派遣や資金面の支援を
行いました」（西岡部長）
　初年度は５人だった研修員の数は
年々増加し、２０１７年度には１６３人
になった（図１）。制度開始当初は
全研修員で一斉に研修をしていたが、
人数の増加に伴い、２０１５年度には
「先導的な実践」「授業実践」「特別支
援」「地区別」の４つの部会を設置。
それぞれを少人数のグループ制にし
て、研修員一人ひとりの主体性を生
かしやすい体制とした。さらに、地
区ごとに行う研修では、学校や教科
が異なる教員構成とし、多様な視点
から議論が深まるようにした。こう
した研修形式の効果について、自身
も研修員を経験した吉岡幸広特命参
事兼指導主事は次のように語る。

　「参加者が多い研修では、話を聞く
だけになりやすく、よい取り組みで
も自分の実践に結びつけるまでは深
く理解できないこともあります。少
人数制として、参加者全員がじっく
り意見交換できる場をつくりました」
　「タブレット活用教育推進事業」は
計画通りに進行し、２０１７年度には
全市立小学校、２０１８年度には全市
立中学校で、合計２,８９８台の配備を
完了した（図１）。２０１８年度は、全
教員がＩＣＴを活用することを視野
に、校内研修に力を入れている。学
校教育課の上宮一之課長は次のよう
に説明する。
　「『研修員制度』によって、ＩＣＴを
活用する授業が各校に広まり、研修
員以外の先生方の意識も高まりまし
た。今後も、社会状況の変化に対応
する重要性などを交え、いかに教育
に変革が求められているかを、校内
研修などで伝え続けていきます」

　約５年間の実践を通して、ＩＣＴをい
かに効果的に活用できるかは、ＩＣＴ

の知識や操作スキルよりも、それまで
の指導経験や課題意識が大きく関係
することが分かった。
　「ベテラン教員を中心に、長年の指
導経験を通して、『本当はこんな指導
を実現したい』といったアイデアが
あっても、現状のツールでは限界を
感じていた先生が多数いました。そ
うした先生ほど、ＩＣＴで実現できる
ことが増えるため、効果的に活用し
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教育長　山田一夫 やまだ・かずお
淡路市役所に入職後､ 企画部企画総務課長、財
務部次長、教育部長等を経て、2018 年度から現
職。

教育部部長

西岡正雄
にしおか・まさお

公立中学校教諭、淡路
市教育委員会指導主事、
公立中学校教頭を経て、
2017年度から現職。

学校教育課課長

上宮一之
うえみや・かずゆき

公立中学校教諭、公立小
学校教頭を経て､ 2018
年度から現職。専門教科
は技術科。

学校教育課特命参事
兼指導主事

吉岡幸広
よしおか・ゆきひろ

公立小学校教諭を経て、
2016 年度から現職。初
年度の研修員として教育
の情報化に尽力。

研修員制度は、人数が大きく増加した2015年度から部会制とした。地区別部会は、タブレット端末初心
者向けの内容を学ぶ部会で、地区別に実施する。なお、タブレット端末が対象の児童・生徒に整備され
たため、研修員制度は2017年度で終了した。　　　　　　＊淡路市教育委員会提供資料を基に編集部で作成。

「タブレット活用教育推進事業」研修員数とタブレット端末導入台数の推移図１
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「淡路市フロンティア
プロジェクト」スタート
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（最終年度）
163研修員制度の組織を

４つの部会に分けて推進

特集　AI時代を見据えた授業デザイン力を高めるICTの可能性

指導スタイルが
「指導」から「支援」へ

ICTを活用した授業実践
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ています」（吉岡特命参事）
　例えば、ある教員が音楽の時間に
複数の楽器の演奏法を教える際、楽
器の種類ごとに教えることしかでき
ず、多くの子どもを待たせてしまう
ことに課題を感じていた。ところが、
ＩＣＴを使ってそれぞれの楽器を演奏
する見本動画を撮影しておき、授業
中はそれを子どもたちのタブレット
端末で見せることで、どの子どもも
授業中めいっぱい練習できるように
なったという。
　「タブレット端末を活用すること
で、以前よりも子どもの様子に気を
配れるようになり、『指導』より『支
援』に重点を置けるようになったと
いう声が多く聞かれています」（吉岡
特命参事）
　今後は、ＩＣＴ活用と教科学力との
関係についても検証していく考えだ。
　「子どもたちが前を向き、全員参加
で進行する授業が多く見られるよう
になったのは大きな成果です。そう
した授業を積み重ねていくことで、
教育効果はますます高まっていくと
思います」（山田教育長）

　ＩＣＴの活用効果は、教員の意識や
授業スタイルの変化だけではない。
　同市では、意識調査などによって、
ＩＣＴ活用による教育活動の効果検証
も行っている。文部科学省「全国学力・
学習状況調査」の結果では、思考力・
判断力・表現力や学びに向かう力の
育成に、一定の成果が見られた（図
２上）。また、同市が小学６年生を対
象に行った意識調査では、ＩＣＴを活
用した学びに対する前向きな姿勢が
うかがえた（図２下）。
　「タブレット端末を使えば、どんな
授業でも思考が促されたり、主体的
になったりするわけではありません。
しかし、効果的に活用すれば、子ど
もが主体的に考え、それを伝えたく
なる授業をこれまで以上につくりや
すくなることが分かりました。多く
の子どもは、新しいテクノロジーを
活用して自分を高めたいという強い
意欲を持っています。これからの社

会変化を踏まえると、教員には、そ
の意欲に応える授業デザイン力を一
層高める必要があると感じています」
（吉岡特命参事）

　同市では、ＩＣＴ活用により、さら
に自由な学びを生み出すことを目指
している。
　「教員が１００人いれば１００通りの
教え方、子どもが１００人いれば１００
通りの学び方があります。本来、教
育はもっと自由なものであり、個人
の尊重こそ、教育の基本姿勢である
と考えています。ＩＣＴは従来の教育
の枠組みから飛び出し、より自由で、
個に対応した教育を実現するための
有力な道具の１つであると捉えてい
ます」（西岡部長）
　子どもが知りたいと思ったり、問
題を解決したいと感じたりした時、
タブレット端末を道具として使いこ
なし、自ら学びを進めていく。同市は、
そうした子ども主体の自由な学びを
実現したいと考えている。
　そのために、教員の授業観・指導
観もゼロから考え直す時期に来てい
るという。例えば、中学校で音楽科
と美術科の教員が連携し、タブレッ
ト端末でデザインを作成して、音楽
を流す作品づくりを行った授業では、
生徒から「デザインに使う写真を撮
影したいので、校舎の外に出てもよ
いか」と聞かれたという。
　「ＩＣＴを活用すると、教員の想定
を超えた学びが出てきます。子ども
の安全や必要な規律には配慮しつつ、
従来の枠にとらわれずに、自由な発
想を生かして学べるよう、できるだ
け子どもたちの主体性を生かして、
学びを広げ、深めていくことが大切
だと考えています」（西岡部長）
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ICT活用に関する子どもの意識図２

0

■文部科学省「平成30年度　全国学力・学習状況調査」の結果（対象：中学３年生）

■淡路市教育委員会「平成30年度　意識調査」の結果（対象：小学６年生）

Q. 生徒の間で話し合う活動を通じて、
 自分の考えを深めたり、
 広げたりすることができていると思いますか。

Q. １・２年生のときに受けた授業で、自分の考えを
 発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる
 よう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫し
 て発表していたと思いますか。
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※４段階のうち最も肯定的に答えた生徒の割合

＊淡路市教育委員会提供資料を基に編集部で作成。

タブレットを使うと
考えやすくなると思う

タブレットを使うと自分の考えを
説明しやすくなると思う

これからもタブレットを使って
勉強したい

38.0

とてもそう思う

35.9 26.1 17.4 9.8 10.9

50.0 31.5 10.9 4.3 3.3

33.7 12.0 8.7 7.6

ややそう思う どちらでもない
そう
思わない

あまりそう思わない

ICTで主体的な発想を引き出し、
学びを生み出す

目指す教育活動のあり方

対話的な学びが広がり、
ICTの効果を子どもが実感

施策の効果検証
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　淡路市立一宮中学校は、２０１５年
度、文部科学省と兵庫県教育委員会
からＩＣＴ教育の研修と実践に関する
研究指定を受けた。生徒と教員には
１人１台のタブレット端末が貸与さ
れ、各教科でＩＣＴを活用した授業の
実践を重ねてきた。
　同校でＩＣＴ活用研究リーダーを務
める英語科の田渕一

いっこう

行先生は、これ
からの時代に求められる力として、
「５Ｃ（communication、creativity、
collaboration、curation（情報収集）、
critical thinking）」を掲げ、タブレッ
ト端末を活用しながら、それらの資
質・能力を育成する授業を行ってい
る。ＩＣＴはそうした学びを実現する
ために不可欠なツールである、とい
う考えだ。
　ある日の３年生の英語の授業を例
に見てみよう。冒頭にペアワークで
行ったスモールトークでは、相手が
話し手及び聞き手としてどうだった
かを、タブレット端末上で評価。田
渕先生は、クラス全員の評価結果を
自分のタブレット端末で確認。また、
演習問題を解く際は、田渕先生があ

らかじめ作成した正誤式問題を解い
たり、新出単語のタイピングゲーム
に取り組んだりした（写真１）。田渕
先生は、生徒の解答状況や正答率を
タブレット端末でリアルタイムに確
認し、気になる生徒を支援した。

　田渕先生の指導の最大の特徴は、
生徒が学習の内容や手段を自由に選
び、自分のペースで学び進められる
環境を用意している点にある。活動
と活動の間は生徒がどんな学習をし
てもよい時間としており、生徒は既
習事項を復習したり、パソコンで調
べ学習をしたりできる（写真２）。授

業時間外でも、文法事項を解説した
先生自作の動画や板書の画像をＱＲ
コードからダウンロードできるよう
にして、生徒が家庭学習で活用でき
るようにしている。
　学習ツールの選択も自由だ。例え
ば、教科書本文を音読しながらタブ
レット端末に打ち込む活動では、自
分の判断でノートに手書きをする生
徒もいた。
　さらに、授業を行う英語教室には、
１人で学習できる机と椅子を用意し
ており、グループから離れて学習し
たい時に自由に利用できるなど、学
習空間も工夫している。
　「語学の習得スピードは、個人差が
あります。学年段階によって与える
選択肢の幅は異なりますが、それぞ
れの生徒が、自分のペースで主体的
に学べる授業づくりを目指していま
す。一方で、疑問に思ったことを言
葉にしたり、協働で問題を解決した
りするといった教室でしかできない
学びも大切です。その両方をシーム
レスにつなぐツールとしてＩＣＴを活
用し、学びの自由度を高めていきた
いと思います」（田渕先生）

生徒が必要な学習やツールを選び、
主体的に学び進める授業を実現

◎ 1984（昭和 59）年開校。2015 年度、文部科学
省「ICT 活用教育における教員の検証プログラム
実証校」、及び兵庫県教育委員会「ICT 利活用推
進教育指定校」に指定。市の ICT 教育を牽引する。

校長 西岡幸雄先生
生徒数 191 人　
学級数　８学級（うち特別支援学級２）
電話 0799-85-0067
URL http://awaji .aw-ansin.net/ansin/

user/3001/blog/showDetail.do
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教諭

田渕一行
たぶち・いっこう

ＩＣＴ活用研究リーダー。
英語科。

写真１　授業は、グループやペアによる協働学
習を主体に展開する。生徒同士で対話をしたり、
１人でじっくり考えたりと、生徒は授業中ずっと
頭を働かせて、学び続ける。

写真２　活動を終えたグループが、教卓の脇に
置かれたパソコンを使って自主学習に取り組む。
生徒それぞれが、自分の判断で必要な学びを進
める。

特集　AI時代を見据えた授業デザイン力を高めるICTの可能性

淡路市立一宮中学校の実践

個別／協働、それぞれの
学習場面でタブレットを活用

授業づくりのポイント

自分のペースで学習を
進められるよう環境を整える

学習方法の工夫
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